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─ 全国安全週間スローガン ─

みんなでつなぎ  高まる意識  達成しようゼロ災害



安心して安全かつ健康に働くことのできる
職場づくりを進めるために

　 着 任 の ご 挨 拶

この度、下田会長の後を引き継ぎ会長の大役を仰せ
つかることになりました。㈱ジャパンディスプレイの
平田と申します。今後、宜しくお願いいたします。

昭和24年に長夷労働基準協会として設立されて以降
60年を超える伝統と実績を持つ当協会の意義を考えま
すと改めて責任の重大さを痛感しています。

まずは、去る５月27日（火）平成26年定時社員総会
が開催され前年度の事業報告及び決算報告、本年度の
事業計画・予算（案）についてご承認いただきました
ことをご報告いたします。

さて、昨年の茂原労働基準監督署管内の安全成績を
見ますと残念ながら死亡災害２件ということでありま
す。これは一昨年（平成24年）と同件数でありますが
千葉県全体では平成24年36件から平成25年は48件と12
件も増加したとのことで由々しき状況にあると言わざ
るを得ません。

本年４月１日付けで茂原労働基準監督署長として着
任しました阿部と申します。茂原署での勤務は初めて
となります。過日、定期総会でご挨拶申し上げました
が、多くの会員の皆様とは本誌でご挨拶申し上げるこ
とになるかと思います。以後、よろしくお願いいたし
ます。

茂原署の組織は監督課・安全衛生課・労災課の３課
制であります。常勤職員は私を含め７名と小規模で出
張所程度の小さな組織ではあります。しかし、私は常々
思っているのですが、監督署の業務というものは労基
法・安衛法等に基づく監督・安衛指導と労災保険業務
とが一体となり、切り離すことができない連携した業
務です。つまり、労働災害の防止の指導を行いながら、
被災者の救済のための補償も行うという他の行政機関
にはない極めて特異なものであります。このような組
織であるが故に様々な情報が集まり、組織は小さくと
も数多くある行政対象に対応できる力になっているも

また、体調不良による休業者が
何れの業種でも増加傾向にあるそうで、事業の根幹で
ある労働力（人材）がメンタル不調や生活習慣病等に
よって長期間職場離脱することは正常な事業活動に対
して最大のリスクではないでしょうか。

このような様々な労務管理上の課題を抱えながら各
社とも事業運営にあたらなければならない中、事業者・
行政・関係団体が一致協力して効果的な対応策に取り
組むことが問題解決への一番の近道と考えています。

そういう意味からも今日当協会の果たすべき使命は
一層大きなものとなってきていると感じています。

行政ご当局の変わらぬご指導・ご鞭撻と会員各社の
一層のご支援・ご協力を賜りますよう心よりお願い申
し上げます。

最後に、会員各社の益々のご繁栄と皆様方のご健勝・
ご活躍を祈念申し上げご挨拶とさせていただきます。

のと考えております。一方、この
力は監督署だけでは十分に発揮できるものではありま
せん。行政を推進していく上で効率よく効果的にバッ
クアップしていただいている存在、それが労働基準協
会であります。茂原署においては、茂原労働基準協会
が果たしている役割は非常に大きなものと考えており
ます。今日、景気はやや上向いているとの報道があり
ますが、それは大手企業が中心であって、中小企業は
まだまだその実感はないというのが実態だと思いま
す。その中で、協会の組織を維持・拡大のため、協会
役員の皆様のご苦労は多いものと推察いたします。是
非、協会の発展に向けたご意見・ご要望をお寄せくだ
さい。監督署と協会が車の両輪となって労働基準行政
を推進していければと考えております。

最後に茂原労働基準協会の益々の発展と会員各事業
場の皆様の健康と安全を心よりお祈りし、着任のご挨
拶とさせていただきます。

（一社）茂原労働基準協会　会長　平 田 　 剛

茂原労働基準監督署　署長　阿 部 裕 之
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平成26年 定時社員総会（その１)

去る５月27日16時より茂原市内大和屋旅館において、会員57社（委任状を含む総出席者341社）の出席のもと、
平成26年定時社員総会が開催されました。

本総会には、来賓として茂原労働基準監督署長阿部裕之様・北川監督課長様・合田安全衛生課長様にご臨席を頂
きました。

始めに、下田会長から当協会の事業活動について会員各位のご理解ご協力に対する謝辞が述べられた後、議案の
審議に入り、各号議案について全会一致で承認されました。

議　事
議案第１号　理事並びに監事の任期終了による理事並びに監事選任の件
　　　　　　理事並びに監事の任期は、定款にて２年の任期を定めており本年新たに理事並びに監事を選

任しました。
議案第２号　平成25年度事業報告及び決算内容報告
　　　　　　それぞれに報告され出席者全員の了承を得ました。
議案第３号　平成26年度事業計画（案）及び予算（案）報告の件
　　　　　　収益改善に向けての報告がされ、出席者全員の了承を得ました。

議事終了後、表彰式が行われ、長年に亘り当協会の
運営に多大なご尽力いただいたとして、下田会長より
功労者へ感謝状が贈呈されました。

また、定時社員総会終了後に開催されました理事会

下田会長 阿部署長

平成26年協会功労者
大原支部　野呂  　勇様（㈱電洋社）
茂原支部　神村  哲夫様（㈱茂原アテックス）

５月22日に開催されました、連合会定時社員総会の席上において、
連合会功労者・協会功労者・労務管理功績者の各々の表彰が行われ
ました。当協会からは、次の方が表彰されました。

〇協会功労者
　双葉電子工業㈱　中村　正行様

千葉県労働基準連合会長表彰

にて下田会長（代表理事）任期終了により、平田副会長が会長（代表理事）に選任され、同日付けで就任いたしました。
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平成25年度 決算報告 平成26年度 収支予算

経常収益 受取会費 会費収入 3,427,000

委託手数料収入 761,500

事務手数料 53,500

事業収益 講習会等手数料 4,020,693

物品販売費 974,482

労保取扱報奨金 901,300

雑収益 受取利息 2,304

雑収益 1,796,123

合　　計 11,936,902

経常費用 営利事業費 9,092,530

非営利管理費 5,655,922

合　　計 14,748,452

当期経常増減額 －2,811,550

経常収益 受取会費 会費収入 3,427,000

委託手数料収入 761,500

事務手数料 53,500

事業収益 講習会等手数料 5,637,000

物販販売費 1,100,000

労保取扱報奨金 901,300

雑収益 受取利息 2,300

雑収益 1,856,000

合　　計 13,738,600

経常費用 営利事業費 8,651,600

非営利事業費 4,684,500

合　　計 13,336,100

当期経常増減額 402,500

単位：円 単位：円

平成26年度 代表理事・理事・監事

新規加入会員のご紹介

敬称略

敬称略

役　職　名 氏　名（敬称略） 会　社　名 備　　考

代表理事（会長） 平 田 　 剛 ㈱ジャパンディスプレイ 茂原支部

理　事（副会長） 下 田 　 誠 Ｋ＆Ｏエナジーグループ㈱ 　　　〃

〃 中 村 正 行 双葉電子工業㈱ 　　　〃

〃 戸井田　英　一 三井化学㈱ 茂原支部長

理　事 相 葉 幸 雄 ㈱電洋社 大原支部長

〃 吉 野 　 剛 ＴＯＴＯプラテクノ㈱ 勝浦支部長

〃 福 本 昭 夫 ㈱増田製作所 大多喜・夷隅支部長

〃 大　谷　志津江 伊勢化学工業㈱ 一宮支部長

〃 清 宮 一 雄 日本天然ガス㈱ 白子・本納支部長

監　事 鵜 澤 浩 子 トーヨーカラー㈱ 茂原支部

〃 藏 野 　 透 神保電器㈱ 大多喜・夷隅支部長

平成26年 定時社員総会（その２)

事業所の名称 所　在　地 事業の種類

Ｋ＆Ｏエナジーグループ㈱ 茂原市茂原 鉱業

横田建設 長生郡長生村 仮設業
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全国安全週間は、昭和３年に初めて実施され、一度も中断することなく今年度で87回目となります。

◆実施ご依頼事項
安全週間及び準備期間中（平成26年６月１日～30日）

に各事業場で実施していただきたい事項は次のとおり
です。
①　経営トップによる安全への所信表明及び職場の安

全パトロール等の実施
②　今後の安全を考える職場の集いの開催による関係

者の意思の統一及び安全意識の高揚等
③　作業上の注意喚起の「見える化」等、分かりやす

く全員で取り組みやすい安全活動の標語、写真及び
作文等の募集及び発表のほか、視聴覚教材等を活用
した講演会等の開催及び作業を直接指揮する優良な
職長等の顕彰等の実施

④　安全旗の掲揚、標語等の掲示、安全関係資料の配
布等のほか、ホームページ等を通じた自社の安全活
動等の社会への発信

⑤　労働者の家族への安全の文書の送付、職場見学等
の実施による家族の協力の呼びかけ

⑥　緊急時の措置に係る必要な訓練の実施
⑦　「安全の日」等の設定
⑧　その他安全週間及び準備期間にふさわしい行事の

実施

◆第12次労働災害防止計画
昨年度から始まっている第12次労働災害防止計画

（平成25年度から平成29年度まで）では、労働災害に

「みんなでつなぎ　高まる意識
　　　　　　　達成しよう　ゼロ災害」

平成26年度全国安全週間（平成26年７月１日～７日）の実施について
平成26年度 全国安全週間

となりました。
この全国安全週間を契機として、それぞれの職場で、

労働災害防止の重要性を認識して、安全活動の着実な
実行を図り、ゼロ災害を達成しましょう。

よる死亡者数・死傷者数ともに
平成24年比で15％減少を目標と
しています。その目標が達成で
きるよう、この安全週間を契機
としまして、会員の皆様方にお
かれましては、さらなる安全管
理の向上に努めていただきます
ようお願いいたします。

◆労働災害の状況
労使の努力により労働災害は長期的には減少してい

ますが、近年、減少は小幅にとどまっているという状
況にあります。また、一度に複数の死亡者を出す重大
な労働災害が発生しているほか、第三次産業での労働
災害も増えています。

この背景として、安全知識を持つベテランの退職、
滅多に災害が発生しないことによる安全に対する慣れ
や過信が広がっていること、第三次産業において安全
意識が低調であることなどが考えられます。

◆スローガン
今年度のスローガンについては、安全に関する経験

などを産業や世代の違いを超えてつないでいくことの
大切さを確認しつつ、安全意識を高め、安全に対する
慣れや過信を捨てて労働災害の防止に取り組むととも
に、第三次産業を中心として労使が一体となって取り
組む日々の安全活動を推進し、労働災害の撲滅を目指
す観点から、
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平成26年４月１日付の人
事異動により茂原労働基準監
督署の職員が替りましたので
ご紹介させて頂きます。

◎印を付けた職員が転入
職員です。会員の皆様よろし
くお願いいたします。

茂原労働基準監督署　人事異動情報

署 長 ◎阿 部 裕 之 千葉労働局健康安全課より転入

監 督 課 長 ◎北 川 　 仁 千葉労働基準監督署より転入

安全衛生課長 ◎合 田 勝 彦 千葉労働基準監督署より転入

労 災 課 長 安 藤 正 一
労働基準監督官 ◎小 泉 達 彦 船橋労働基準監督署より転入

庶務担当事務官 新 井 紀 子
労災担当事務官 ◎小 田 麻美子 千葉労働基準監督署より転入

茂原労働基準監督署　　用務案内 電話：0475－22－4551

監督課
　◦適用事業報告・就業規則届受付
　◦労働時間に関する各種届受付
　◦賃金・労働時間・解雇等労働条件関係各種相談
総合労働相談コーナー
　◦労働問題全般に関する相談
　◦都道府県労働局長による助言・指導
　◦紛争調整委員によるあっせん

　安全衛生課
　　◦労働者死傷病報告受付
　　◦各種健康診断報告受付
　　◦設置届及び特定機械等の検査
　　◦安全衛生関係各種相談
　労災課
　　◦労働保険適用関係
　　◦労災保険給付に関する各種請求受付及び相談

「労使のトラブル」は会社にとってプラスになること
はありません。
「労使のトラブル」を防止するためのお手伝いもした
いと思っていますので、お気軽にご相談ください。

しておりますので、お気軽にご相談ください。

なにも早く実現することになりました。
会員の皆様方のご協力もいただきながら、安全で快

適な職場づくりのお手伝いをさせていただけたらと思っ
ておりますので、よろしくお願いいたします。

平成26年４月１日付で着任しま
した監督課長の北川と申します。
よろしくお願いいたします。
私は、富山県、長野県、岩手県

内の労働基準監督署勤務を経て、平
成23年4月に地元の千葉に戻り、今
年度から茂原労働基準監督署で勤務
することになりました。

このたび、茂原労働基準監督署
監督課に配属されました、小泉と申
します。
昨年は船橋署に勤めていました。
趣味は日の当たる場所にいるこ

とです。
休日には海や山に出掛け、茂原

の大自然と戯れたいと思います。
労使双方からのご相談をお待ち

平成26年４月１日付で安全衛生
課長として着任しました合田（ごう
だ）と申します。
茂原署は２年ぶりの勤務となり

ます。２年前に茂原署を離れる際、
「管内にはいい人たち、いい環境が
多かったため、また茂原署で勤務し
たい。」と言っていたところ、こん

労災業務では、迅
速処理を心がけたい
と思っております。
今後ともどうぞ

よろしくお願いいた
します。

監督課　課長

北川　仁

監督課
労働基準監督官

小泉　達彦

安全衛生課　課長

合田　勝彦

労災課
給付調査官

小田麻美子

転入職員の自己紹介

４月１日付けで労災課に配属さ
れました小田と申します。茂原署は
４年ぶりの勤務となります。
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技 能 講 習 日 　 程
玉掛け技能講習

（学科２日間・実技１日間）
学科：９月２・３日
実技：①９月６日　②９月13日

フォークリフト運転技能講習
（学科１日間・実技３日間）

学科：９月30日
実技：①10月４・５・11日
　　　②10月12・18・19日

有機溶剤作業主任者技能講習（学科２日間） 11月５・６日
特 別 教 育 日 　 程

新入者安全衛生教育 ５月13日（終了）
安全管理者選任時研修 ６月19・20日（終了）
危険予知訓練（KYT）実践講習 ６月25日（終了）
職長等監督者安全衛生教育 11月27・28日
５トン未満クレーン運転特別教育（学科１日間・実技１日間） 学科：12月５日　　実技：12月６日
粉じん作業特別教育 平成27年２月19日

そ の 他 講 習 会 ・ 説 明 会 等 日 　 程
全国安全週間説明会【大原・大多喜・夷隅会場】 大　原：６月６日ＡＭ（終了）

大多喜：６月６日ＰＭ（終了）
全国安全週間説明会【茂原会場】 ６月９日（終了）
全国労働衛生週間説明会【大原・大多喜・夷隅会場】 ８月27日ＡＭ
全国労働衛生週間説明会【茂原会場】 ８月29日
優良事業所視察研修 11月14日（予定）
労務管理講習会 12月10日（予定）

大原会場　相葉支部長合田安全衛生課長 大多喜会場　福本支部長

稲垣コンサルタント茂原会場　戸井田支部長 安全管理講習会

問い合わせ先：（一社）茂原労働基準協会（℡0475-23-5276）
E-mail:mokikyou@smile.ocn.ne.jp

協会掲示板（その１）

平成26年度全国安全週間実施要領説明会及び安全管理講習会を
６月６日、９日にかけて、大原・大多喜・茂原会場にて茂原労働基
準監督署と共催で開催しました。

また、安全管理講習会では、稲垣労働衛生コンサルタントより
「事例を中心とした安全管理活動」の講演を実施いたしました。

全国安全週間
説明会報告

平成26年度 各種講習会・説明会のお知らせ
平成26年度の各種講習会・説明会等を次のとおり行っております。会員皆様の受講・参加等よろしくお願いいたします。
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編 集 後 記

協会掲示板（その２）

（一社）茂原労働基準協会ホームページ公開のお知らせ

URL：http://mokikyou.com/ 茂原労働基準協会 検索

　写真は、榎町通りの七夕飾りを撮影した茂原七夕まつりの１シー
ンです。毎年７月下旬に開催される茂原七夕祭りは、平塚・狭山

と共に関東三大七夕祭りの１つに挙げられ、約85万人の来場者で賑わいます。今年は、第60回目
を迎え、７月25日㈮、26日㈯、27日㈰の３日間に開催が決定しました。
　茂原駅の周辺商店街が七夕飾りで埋め尽くされ、特に土曜日の「もばら阿波おどり」と日曜日
の「ちばＹＯＳＡＫＯＩ夏の陣」は、何といっても茂原七夕まつりのメインイベントです。祭り
の模様は、例年８月上旬（今年は８月10日19時～）に千葉テレビ放送で１時間枠で放送される予
定です。さあ！今年も夏のイベントに家族揃って出かけてみよう。

表紙の写真
提供：茂原市役所

　茂原労働基準協会報は、年２回の発行です。定年まであと○年だから、あと△回
は読めるなと考えている人もいるかも知れませんね。
　しかし、厚生労働省の全国統計では、65歳までに亡くなる方は男性で10％以上も
いるそうです。当たり前ですが、全員が平均年齢まで生きられるわけではありません。
　会報を定年まで健康に読み続けるためにも、日々の安全衛生活動の積み重ねが大
事ですよ。（Ｎ）
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